
 

防災に関する自治会アンケート調査 

（最終集計結果） 
 

 

H25.6.19現在 

区 分 自治会数 返却数 回収率 

西 条 368 313 85% 

東 予 121 110 91% 

丹 原 32 29 91% 

小 松 27 24 89% 

無記名など  7  

合 計 548 483 88% 



問1　あなたの自治会における河川の堤防決壊や津波による浸水区域がわかる、
市のハザードマップや地域防災地図をご覧になったことがありますか。

�

65

224

77

109

8

13.5%

46.4%

15.9%

22.6%

1.7%

細かいところまで詳しく見た

大まかに見た

少し見た

見たことがない

無回答



問2　あなたの自治会がある地区では今までにどのような災害が起きていますか。
（複数回答）

�

156

270

250

198

71

12

65

53

31

14.1%

24.4%

22.6%

17.9%

6.4%

1.1%

5.9%

4.8%

2.8%

1

1

0.1%

0.1%

地震

台風

豪雨

河川の氾濫

崖崩れ・地すべり

津波

高潮

落雷

竜巻

その他

無回答

用水路の氾濫
液状化
道路冠水など



問3　あなたの自治会の住民のなかで、自分たちの生命や財産を守るために
何らかの対策を実施している人は、どのくらいいると思いますか。

�

24

57

194

85

122

5.0%

11.8%

40.2%

17.6%

25.3%

1 0.2%

６割以上の人が備えをしていると思う

５割程度の人は備えをしていると思う

備えをしている人は５割に満たないと思う

備えをしている人は１割もいないと思う

わからない

無回答



問4 あなたの自治会の防災活動では
どのような人または組織が主導的な役割を果たしていますか。（複数回答）

�

218

142

173

172

34

128

25

7

24.2%

15.8%

19.2%

19.1%

3.8%

14.2%

2.8%

0.8%

自治会長

自治会の防災担当の役員

消防団員

自主防災組織

民生児童委員

主導的な役割を果たしている人や組織はない

その他

無回答

元自治会長
防災士
祭礼実行委員など



問5　あなたの自治会では防災訓練を実施したことはありますか。

30

51

41

74

15

44

209

17.8%

35.0%

3.9%19

43.3%

毎年実施している

2～3年に１回
実施している

ここ5年以上
実施したことがない

無回答

半数以上

半数以下

ほとんど役員だけ



問6　あなたの自治会では防災に関する研修会や学習会など実施したことはありますか。

�

41

120

306

16

8.5%

24.8%

63.4%

3.3%

毎年実施している

時々実施している

実施したことがない

無回答



問7　あなたの自治会が独自に実施している防災対策・活動についてお聞きします。
次の各項目について、実施しているものは何ですか。（複数回答）

�

94

146

96

48

31

119

139

84

8

8

5

56

102

10.0%

15.6%

10.3%

5.1%

3.3%

12.7%

14.9%

9.0%

0.9%

0.9%

0.5%

6.0%

10.9%

定期的な自治会内での話し合い

防災資機材の備蓄

地域内の災害危険個所の把握

地域の防災マップの作成・配布

防災計画・マニュアルの作成

災害時の情報連絡体制づくり

自治会内の災害弱者の把握

避難等の防災訓練

地図を利用した図上訓練

地元企業等との災害時の協定の締結

耐震補強等の事前対策の推進

その他

無回答

応急手当の仕方
手押しポンプ確保
消火栓の放水訓練など



問8　あなたの自治会は、防災面で何か困ったことがあったときなどに、
市や消防署・消防団と連絡を取りあっていますか。

�

14

77

152

221

19

2.9%

15.9%

31.5%

45.8%

3.9%

いつも連絡をとりあっている

よく連絡をとりあっている

あまり連絡をとりあっていない

ほとんど連絡をとりあっていない

無回答



問9　あなたの自治会では住民に、緊急時に一斉に情報を知らせるための手段として、
どのようなものを使うことになっていますか。（複数回答）

�

291

40

157

93

35

60

68

28

21

36.7%

5.0%

19.8%

11.7%

4.4%

7.6%

8.6%

3.5%

2.6%

集会所の屋外放送

サイレン

自治会役員が直接言って回る

自治会内の電話連絡網で伝える

消防団員が直接言って回る

自主防災組織が直接言って回る

自主防災組織が電話連絡網で伝える

その他

無回答

小組長が連絡
特に決めていない　など



問10　あなたの自治会の最寄りの避難場所を知っていますか。

�

254

189

29

7

4

52.6%

39.1%

6.0%

1.4%

0.8%

よく知っている

大体の場所は知っている

知らない

その他

無回答

集会所
場所はあるが遠過ぎる



問11　災害の危険が高まり避難することになったとき、
あなたの自治会の住民が避難場所へ行く道に危険な所はありますか。

�

181

161

60

22

53

6

37.5%

33.3%

12.4%

4.6%

11.0%

1.2%

危険な所はない

ごく一部に危険な所がある

危険な所が複数ある

ほとんどが危険な所である

わからない

無回答



問12　あなたの自治会では、自力で避難できない高齢者や障害者について、
どのくらいの割合で把握できていると思いますか。

�

169

118

89

74

27

6

35.0%

24.4%

18.4%

15.3%

5.6%

1.2%

該当する人全員を把握できていると思う

５割程度の人は把握できていると思う

数割程度の人は把握できていると思う

ほとんど把握できていないと思う

該当する人はいないと思う

無回答



問13　問12で、「１～４」を選んだ方にお聞きします。
災害が起きたとき、この方々の安否確認や避難支援はどのように検討されていますか。

�

225

63

62

95

49.9%

14.0%

13.7%

21.1%

2

4

0.4%

0.9%

近所や自治会で支援する予定

本人やその身内などが対応する予定

災害発生時の状況に応じて支援方法を決める予定

市やボランティアなどが支援する予定

わからない（検討していない）

無回答



問14　災害時の対応のあり方として、「自助、共助、公助」という考え方があります。
あなたの自治会がある地区で、災害に対応するためには

「自助、共助、公助」の役割分担はどのようにあるべきだとお考えですか。

�

132

139

11

172

21

6

27.3%

28.8%

2.3%

35.6%

4.3%

1.2%

2 0.4%

自助（市民が自分の生命を自ら守る）
に重点を置く

共助（地域の住民が協力して地域を守る）
に重点を置く

公助（行政（市）による対応）
に重点を置く

自助、共助、公助のバランスの取れた対応 

その他

わからない

無回答



問15　地域の防災にとって、必要だと思われるものは何ですか。
（複数回答）

�

288

239

251

342

120

17

18

22.6%

18.7%

19.7%

26.8%

9.4%

1.3%

1.4%

防災訓練・防災教育

避難誘導体制

安否確認体制

自力で避難できない人への支援体制

避難者へのケア体制

その他

無回答

住民の生活状態の把握と情報の共有
避難場所の確保
道路の拡張整備



問16　あなたの自治会の防災力を高めるために、何が最も大きな課題だとお考えですか。

�

201

138

55

13

8

48

17

41.6%

28.6%

11.4%

2.7%

1.7%

9.9%

3.5%

3 0.6%

住民の防災に対する意識の問題

住民同士の連携やコミュニケーションの問題

自力で避難することが困難な人についての
情報共有や個人情報保護の問題

備蓄や資機材確保のための資金の問題

備蓄や資機材確保のための場所の問題

地域の少子・高齢化などによる
地域防災の担い手の問題

その他

無回答

避難場所の確保など



問17　長雨が続いたり、雨が強まったりして水害の危険が高まったとき、
あなたの自治会ではどのようなことをしますか。（複数回答）

�

201

305

133

170

155

103

69

101

15

148

191

17

15

12.4%

18.8%

8.2%

10.5%

9.6%

6.3%

4.3%

6.2%

0.9%

9.1%

11.8%

1.0%

0.9%

水害の危険がある地区や
渓流、川、堤防、排水溝などを見回る

気象情報に注意する

市役所や総合支所と連絡を取りあう

役員同士で連絡を取りあう

消防署や消防団に警戒するよう依頼し、連絡を取りあう

危険だと判断すると、自主的に役員等が参集する

自治会の上流や下流にあたる地区の
雨量や川の水位の情報を集める

危険があるところに、土のうを積んだり、補修などをする

自治会の大切な物を高いところに移動する

浸水が発生する可能性がある地区の住民の安否確認や、
注意の呼びかけをする

身体の弱い人や高齢者に注意を呼びかけたり、
場合によっては避難誘導する

その他

無回答
自主避難
自宅に留まる　など



問18　あなたの自治会の地域が、大規模な災害のために周囲から援助が受けられなくなった場
合、被災から３日目くらいまでの間に、自治会ではどのような活動をすると思いますか。

（複数回答）

�

234

403

294

252

167

187

222

96

118

30

11.5%

19.8%

14.5%

12.4%

8.2%

9.2%

10.9%

4.7%

5.8%

1.5%

8

11

9

0.4%

0.5%

0.4%

行方不明者を捜索する

居住者の安否を確認して回る

障害者や高齢者等の安否確認や介護をする

取り残された人々を救出する

被災した地域住民に食料などを配給する

避難所で救援活動をする

炊き出しをする

避難所の運営をする

掃除や後片づけをする

被災した人へのお見舞い金を集める

その他

何もしない（できない）と思う

無回答

被災状態を把握するための連絡を取る
臨機応変に対応する　など



問19　行政にどのような防災対策を望んでおられますか。（上位２項目に〇）

�

220

218

80

216

118

13

20

24.9%

24.6%

9.0%

24.4%

13.3%

1.5%

2.3%

災害に備えた社会資本整備（インフラ）の充実強化

地域ごとの被害予測など、災害に関する情報提供の充実

地域防災力強化に向けた防災リーダーの育成

住民に対する防災の意識啓発や行政による指導・助言

災害時に必要となる防災資機材の提供

その他

無回答

遊水池の水をポンプアップ
高齢者・障害者の支援体制など



問20　問19で「災害に備えた社会資本整備（インフラ）の充実強化」を選んだ方にお聞きします。
具体的にはどのようなインフラの整備を重点的に進めるべきと思われますか。（上位４項目に〇）

�

89

34

50

138

141

121

121

46

49

11.2%

4.3%

6.3%

17.4%

17.8%

15.3%

15.3%

5.8%

6.2%

4

0

0.5%

0.0%

災害時にも避難路や輸送路として使える高速道路・一般道路

地震や津波にも耐えられる港湾

津波や高潮にも耐えられる頑丈な海岸の堤防

洪水やはん濫を防ぐ頑丈な河川の堤防

災害時にもエネルギー（電気や燃料など）を供給できる施設

備蓄倉庫や避難所にもなる公共施設

災害にも耐えられるインフラ（上下水道、電線など）

避難や消火・救助活動がしやすい街並み

土砂崩れ防止や水源保全につながる森林の整備

その他

無回答
十分な排水能力を持ったポンプ小屋
ため池の整備補修など

 


